
令和７年度
生駒市自主防災会
全体会議

令和７年５月３１日

生駒市 経営企画部 危機管理課
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開会
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〇本日の配布資料・投影資料について

説明会の配布資料・投影資料について、
データが必要な方は下記よりダウンロードを
お願いいたします。

掲載期間：令和７年５月３１日～令和８年３月3１日



１ 自主防災会の目的と役割

２ 自主防災活動に対する補助及び市の支援について

３ 令和７年度生駒市総合防災訓練について

本日の案件
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１ 自主防災会の目的と役割
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自主防災組織（自主防災会）とは
地域の住民が自主的に防災活動を行う組織。

役割：①災害に備えた日常の防災活動（防災知識の啓発や防災訓練など）

②災害が起こったとき、住民が連携し、共に助け合い、協力し合って

被害を最小限に抑える。（避難誘導、情報収集・伝達など）
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行政と市民の関係

特にココ
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生駒市の自主防災組織数（令和７年４月１日現在）

生駒市の自治会数 １２８自治会

自主防災組織発足数 １２４自治会

自主防災組織数 １０７自主防災組織
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自主防災組織の決まりごと
自主防災活動に決まりごとはありません。

自主防災活動の３原則

①住民みんなで実施すること

②政治色や宗教色ぬきであること

③活動目標や内容が明確・適切であること
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自主防災組織の構成

組織構成の例

※それぞれの地域の実情（自治会組織など）にあった班とする。

組織構成はいつでも変更可能です。

自主防災会（本部）

会長
副会長
役員

啓発班

避難誘導班

救出救護班

給食給水班

班長、班員

班長、班員

班長、班員

班長、班員

班長、班員

自治会

連携・調整 情報班 班長、班員

初期消火班
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自主防災組織の役員
会長、副会長、役員の心構え

①会長一人が責任を持って活動しない。

②会長を筆頭に役員全員で活動する。

③みんなで助け合う。

④風通しのよい雰囲気をつくる。

⑤「防災訓練、研修会等で得た知見、マニュアル」

を次の役員に引き継ぐ
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自主防災組織に参加
人が集まる組織にするには？

①新しい会員や多様な世代（子どもから高齢者まで）が参加しやすい組織づくり

②防災訓練にイベントを組み合わせる

③役員以外の意見も取り入れる
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自主防災組織の活動
大きく２つ

日常の防災活動

災害時の防災活動
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災害時の防災活動
全部覚える必要はありません
できることをやってください！
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日常の防災活動とは
どんな活動があるのか？

①防災計画（災害対処計画）、マニュアル等の作成・見直し

②防災講座・・・・・・・・・・・・・・・・防災に関する知識を身につける

③避難訓練・・・・・・・・・・・・・・・・どのルートでどこに避難するのか

④防災マップの作成・・・・・・・・・地域の危険な場所を知る

⑤防災資機材の点検・・・・・・・・資機材の状態や数量を確認する

⑥防災訓練・・・・・・・・・・・・・・・・消火方法や炊き出し等の実技を行う

⑦他の自主防災会との合同訓練・・・他の組織との合同連携訓練

・・・色々な活動があります。
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防災訓練内容の紹介①

○防災講座
・地域で起こりやすい災害への備えについて
（地震編、風水害編など）※DVD視聴などもOK

・カードを使った講座（クロスロード・HUG）
○まち歩き（防災マップづくり）
○防災センター（阿倍野区・京都市など）の視察

【防災の知識を得る】
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※ 写真は削除して

おります。



防災訓練内容の紹介②

○情報収集伝達訓練‥安否確認訓練などを実施
〇給食給水訓練（炊き出し訓練）‥アルファ化米提供可能
〇避難訓練‥自宅から避難所までの経路を確認する
〇消火訓練‥水消火器を使用する
〇救出救護訓練‥防災資機材の使い方を学ぶ
〇避難所訓練‥実際に避難所を開設する

【実際に動いてみる、使ってみる】
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※ 写真は削除して

おります。



２ 自主防災活動に対する補助及び市の
支援について
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市の補助制度について

自主防災会への補助金については、３種類あります。

●資機材等新規整備補助金‥自主防災会発足後、初めて資機材等の整備を行う場合に交付
※１団体につき１度きり

●資機材等更新追加整備補助金‥資機材を更新、追加補充する場合に交付
【対象：前回の補助金の交付を受けた日から５年を経過している自主防災会】

●活動推進補助金‥防災訓練、講座または研修などを実施する場合に交付
※１団体１事業／年度

27

今年度は使用できません！



資機材等更新追加整備補助金
補助金額：対象経費の1/2

補助金上限：前回交付からの経過年数と世帯数に

より上限は変わります

※希望団体が多い場合、抽選を行います。

申請できる団体は一覧表に記載のある団体のみ

です。

交付申請

実績報告

請求書

物品購入

補助金振込

事前協議書

←（抽選会）

７/３１(木)までに
事前協議書を提出すること
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避難所キーボックス暗証番号・
防災コンテナ鍵保管者報告書について
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地域の代表者等に配布している封筒



「地域における災害対処の手引き」について
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自主防災会の役員や自治会の防災担当役員等の方々を対象にした
冊子「地域における災害対処の手引き」を作成しています。

組織として自主防災活動をどう進めていくか、また災害発生時の対応
等を明記しており、自治会・自主防災会としての対処マニュアルや「地
区防災計画」の作成の参考になればと思っております。



その他連絡事項等
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〇自主防災活動の支援について



その他連絡事項等
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〇自主防災活動の支援について
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第1弾「風水害編」。

第2弾「地震災害編」。

第3弾「地区防災計画編」。

３種を掲載しています。



生駒市総合防災マップ ２０２３保存版
〇これまでのハザードマップを一冊にまとめた
防災情報冊子

〇令和５年６月頃に全戸配布完了

〇日頃の備えについて家族で話しあうきっかけに

〇避難所を確認し、マップに避難経路を書き込む等、
各家庭でマップを使いこなしましょう！

〇電子版は市ホームページで公開中
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令和７年度自主防犯・防災リーダー研修
【防災士養成講座】開催案内について

Ａ日程もしくはＢ日程の２日間の全講義を受講し、
かつ所定のレポートを提出した方は、日本防災士
機構が実施する「防災士資格取得試験（有料）」を
受験することができます。
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令和７年度自主防犯・防災リーダー研修
【防災士養成講座】開催案内について

■日程 ・Ａ日程 ①９月 ６日（土） ②１０月１８日（土）
・Ｂ日程 ③９月２１日（日） ④１１月 ９日（日）

※ＡとＢの研修日を組み合わせての受講はできません。

■募集定員 ・Ａ日程 １９０名 ・Ｂ日程 １００名

■募集期間 ・令和７年７月１日（火）～７月２５日（金）
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令和７年度自主防犯・防災リーダー研修
【防災士養成講座】開催案内について

■申込方法
・奈良スーパーアプリにて電子申請。
電話・FAX・メール等不可

奈良スーパーアプリ「 QR コード」



メールでの事務連絡に関するご協力依頼
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各自主防災会の代表の方１名（会長以外でも可）
のメールアドレスをQRコードよりご登録ください。

登録締切：令和７年6月30日

危機管理課から各自主防災会へのお知ら
せなどについては、昨年度よりメールでの
ご連絡を基本としております。



３ 令和７年度生駒市総合防災訓練
について
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主要な訓練の構成とその内容

職員訓練自治連合会・
自主防災会
地域訓練

防災マルシェ
・防災講演会

１月21日

市役所庁舎
大会議室

地区調整で設定

各地域で計画する
指定避難場所の実施

１０月19日(日)

ベルテラスいこま
たけまるホール

帰宅困難
徒歩訓練

・参加自治会で
ワークショップ

・計画の作成
・避難誘導・安否確認
・安否確認
・避難所開設・受け入れ
・避難所運営等

訓練補助金の交付

１１月１日(土)
～ ２日(日)

滝寺S.C.体育館

４月27日(日)

参加者公募
生駒山周辺

ライフラインが止
まっている状態で
市指定避難場所で
の宿泊訓練を行う

避難所
宿泊訓練

・防災啓発ブース
・物品販売
・防災講演会

鶴見緑地公園
～生駒山山系
～生駒市役所

南北の２コース
計画

総合防災システム
を活用した災害
対策本部活動

参加機関
各ボランティア団体
防災関連企業
災害協定業者

参加機関
自治会・自主防災会
各ボランティア団体
生駒市スカウト協議会
災害協定事業者等

連携公共機関
大阪市鶴見区
大東市
東大阪市

参加機関
自治会・自主防災会

参加機関
リエゾン
各公共機関

▲ 後日自治会に
ポスターを配布します。

総合防災訓練の

ＨＰはこちら ▶
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第１弾 帰宅困難徒歩訓練 R7.4.27（日）

生駒市民は大阪で働いている方が多いので、就労中に
被災し、公共交通機関が止まっているという想定のもと、
大阪市から生駒市まで徒歩で帰宅するという訓練を行う
ことで、経路を確認し、自身の体力を知ることで、有事
の際にどのように行動するかを考えるきっかけにしても
らうものです。

参加者：３０歳代から７０歳代までの市民と職員計３４名

内 容：鶴見緑地公園から生駒市役所までの徒歩移動

コース：（Ａコース）鶴見緑地公園～阪奈道路沿い～生駒山麓公園～市役所

（Ｂコース）鶴見緑地公園～東大阪市～生駒山上遊園地～市役所

有事の際は帰宅したほうがいいの？

混乱防止のため、社員を一定期間社内に待機させる「一斉帰宅抑制」を推奨しています。しかし、家庭の事情により帰宅し
なければならない方がいるのも事実。有事の際は、「今、歩いて帰ることが適切か」冷静に判断しましょう。なお、数日間の
社内待機や徒歩帰宅に備え、簡易食料や運動靴、帰宅経路の確認等の準備を行っておくことも大切です。
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第２弾 防災マルシェ・防災講演会 R7.１０.１９（日）

防災意識の向上を図るとともに、本市と
災害協定を締結している事業者等に参加し
てもらい、関係者との連携強化及び防災用
品の啓発普及を行います。

防災講演会

防災マルシェ

※ NPO法人市民活動サークルえんさんとの共催です。

テ ー マ：「防災は自助・互助・協働のまちづくり

～力をつける・たすけあう・ともにつくる～」

開催時刻： １３：００～１４：４０

場 所： たけまるホール（大ホール）

申し込み： 要
開催時刻： １０：００～１６：００

場 所： ベルステージ

内 容： 防災グッズの販売、

啓発品の展示

クイズラリー 他

後日、ＨＰ上にて詳細を
お知らせいたします

※ 講師の名前と写真は、

契約上、割愛させて

いただきます。
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第３弾 避難所宿泊訓練 R7.１１.１ （土） ～2（日）

当日発災しライフラインが止まっている想定の基に避
難所宿泊訓練を行うことで、住民として個人が準備すべ
き備蓄品・非常持出品等を確認し、避難所運営に関する
理解を深めて相互支援の重要さを認識するとともに、市
職員が自身の役割と業務の理解を深め、参加者の意見か
ら避難所レイアウトや運営を見直します。

参加者： 生駒市内の自治連合会・自主防災会関係者、一般公募市民、

各種ボランティア団体、災害協定事業者、市職員等

場 所： 滝寺Ｓ.Ｃ．（旧市民体育館）

コース：（日帰りコース）１１／１ １６：００ ～ １１／１ ２１：００

（お泊りコース）１１／１ １６：００ ～ １１／２ ８：３０

申込み： 要 （後日ＨＰにて詳細をお知らせいたします）

※ 内容は変更になることがあります。

◆キッチンカーによる炊き出し訓練

◆スカウトによる防災対応向上訓練

◆資機材設営訓練

生駒市と災害協定を締結し
ているＩＤＳ（生駒市災害支
援協力会）協力のもと、炊き
出し訓練を行います。

生駒市スカウト協議会から、
防災に関する知識をレクリ
エーション方式で学びます。

宿泊のためのパーテー
ションや段ボールベッド
等の組み立て方を学びま
す。

内容の一例
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第４弾 自治連合会・自主防災会訓練 各地区で設定

各地区の特性や課題を踏まえ、学校、生涯学習施設、体育
施設で複数の地域が連携して防災訓練を実施します。地区ご
との自治連合会が主体ですが、市職員もできる限り参加し、
助言、物資等の貸出・提供を行い、一体となって実施します。
※ 令和７年度生駒市総合防災訓練活動補助金の対象です。

内容の一例

◆ ワークショップ

◆ 避難訓練 ◆ 防災講演会

対 象： 令和７年度に行う総合防災訓練に伴い、各地区自

治連合会が実施する訓練及び訓練に必要な物品や

材料の購入、講座又は研修会、会議の開催等

補助率： １０／１０

限度額： 北地区 ９０万円 西地区 ６３万円

中地区 ５７万円 東地区 ２７万円

南地区 ６３万円

令和７年度生駒市総合防災訓練活動補助金について
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地区名 訓練日時 訓練場所 主な訓練内容 主な参加者 本件に係る主担当者名

北 調整中
北地区の
各小学校区

調整中 調整中
北地区自治連合会長、
ひかりが丘自治会長
藤堂 宏子

西 11月9日(日）
俵口小学校
生駒台小学校
光明中学校 他

◇俵口小：炊き出し訓練、赤十字奉仕団指導による訓
練、段ボールベッド設営、避難所施設内チェックなど

◇その他会場は未定

西地区全体

西地区自治連合会長、
ライオンズマンション
俵口自治会長 長﨑 格
南喜里が丘自主防災会長
山本 茂樹

中 11月9日(日） 生駒小学校
未定（通信訓練及び炊き出し訓練を実施する可能性
あり）

中地区全体
中地区自治連合会長、
軽井沢町自治会長
上田 章義

東
11月30日
（日）（仮）

生駒東小学校
（仮）

未定（スポーツと文化のフェスティバルに併せて実施
予定）

東地区全体
（仮）

東地区自治連合会長、
月見ケ丘町自治会長
松井 邦友

南

10月5日
（日）
午前9時半
～12時半

南小学校体育館・
運動場

昨年度１１月３日南地区連合会で石川県穴水町を訪問し、職員の
方々から地震発生時の救護活動の説明、及び被災地の現場の視察
の中で、有事の際咄嗟の判断と地域の力が重要であることを学ん
だ。この思いを生かした体験型の防災訓練を実施する。
「災害発生時のみならず、日常生活の緊急時においても対応でき
る体験型方式で実施する。

１．有事の時の判断ゲーム LIFEフダコマ広場
２．AED体験
３．火起こし～消火訓練
４．炊き出し（ドラム缶の火を利用）
５．避難所設営（テント、ダンボールベッド、

簡易トイレ、防災グッズ）
６．穴水町海産物販売支援 調整中

南地区自治会
地域住民
（こども～
おとな）

南地区副会長、
小瀬町自治会長
（南地区総合防災訓練企
画準備委員会委員長）
田中 康博
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第５弾 職員訓練

市職員が地震発災時にそれぞれどのように動くのか、災害対策本部において各部・各課は何を担当するのか。
関係機関と連携した災害対策本部訓練を実施し、連携要領を確認し職員の災害対処能力の向上を図ります。

R８.１頃



閉会
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